


















ち噌乳類には Mella、Mellbが存在する。 Commitおeof in飴rnationalunion of 
































マワス髭は単離後25mMのグノレコ}スを含んだDulbecco)8Modi五edEagle' s Medium 
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図 1・c 成長期IV(抜毛後5日) (へマトキシリン・エオジン染色)
成長期の肥厚した表皮が見られ、特に頼粒層の厚さが著しいの





図2-a 成長期VI(抜毛後 12日) (へマトキシリン・エオジン染色)
毛は脂肪組織にまで深く達している。縦断面下方の毛球部は写真中央の毛のものである。
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o 10-16 10-14 10-12 10-10 10-8 10-3 
メラトニン濃度 (M)
表1 器官培養後の髭伸長
コントロー ノレ及び 10伺 16M、10-14M、10・12M、10-lOM、10・8M、lO-SM メラト
ニン加培地で7日間培養した後
n=67(コントロ」ル、 10-14M、10-12M、10・10M)









o 10-14 10【 13 1 0-12 1 0-1 1 0-1 0 
メラトニン濃度(M)
表2 器官培養後の髭伸長
コントローノレ及び 10・14M、10-13M、10-12M、10・11M、10・10M メラトニン加培
地で713間培養した後
n=27 
ANOVA、引lkey法を用いた
*:pく0.05
